キリスト教新聞２０１０年７月２４日（土）
論壇　　カトリック司教　森　一弘
【苦悶するカトリック教会】

●教皇の退位要求デモも
　次から次へと明るみに出てくる聖職者による性的虐待事件を受けて、人々のカトリック教会に対する不信が増幅し、欧米のカトリック教会の苦悩は、今深刻である。
　何しろ、長年にわたって、地上に於けるキリストの代理者として、カトリック教会の指導的立場にあった聖職者たちが、性的虐待を行っていたことが判明したり、司教や司祭たちが法廷に引き出されたりしたわけだから、教会が人々の信頼を失ってしまうのは、当然なことである。
　不信を抱かれたのは、司教や司祭だけではない。教皇ベネディクト１６世までも、その教区長としての在任時代に司祭の虐待事件をもみ消していたという疑惑をもたれ、英国では教皇の退位を要求するデモが行われ、米国では、事件を隠蔽した疑いで教皇を証人として出廷させようとする動きまで出てきてしまっているのである。
　さらにベルギーでは、一司教が児童への性的虐待に関わっていた疑いが浮上し、司法当局が強制捜査に乗り出し、証拠探しは、大司教館や大聖堂だけにとどまらず、その地下納骨堂にある２人の枢機卿の墓まで及んでしまったのである。墓まで暴くという捜査に、教皇は、「事件は（ベルギーとバチカン）相互の特性と主導権を尊重し、一般法と教会法で同時に扱われるべきだ」と抗議したが、その言葉は「性的虐待を知りながら教会指導部は速やかに手をうたず、情報提供にも消極的な姿勢を取ってきたこともあって捜索に踏み切った」と言う当局のコメントの前には、説得力に乏しい。
●召命理解への根源的見直し
　なぜ、カトリック教会が、自分たちの罪を、自らの手で捜査し、裁くことができなかったのか。その根本的な理由の根は深く、それは、カトリック教会の聖職者たちの、自分たちはキリストから招かれ、地上に於けるキリストの代理者として教会統治のために必要なすべての権限を委ねられているという自己理解にあるように思われる。歴史を振り返れば明らかなように、確かに教会内での権力のすべては、教皇をはじめとする聖職者たちに一極集中し、一般社会のように「立法、行政、司法」と分けられて、権力の行き過ぎや過ちをチェックし合うシステムを育てないままに、今日まできてしまっているのである。
　しかし、権力をもつことは、罪人には誘惑であり、権力には、過ちがつきものである。誤る恐れもあれば、暴走する恐れもある。聖職者たちの言動をチェックし、裁く独立した機関が育っていない教会は、危うさを抱えた組織だったということである。もし、そうした機関があり、機能していれば、このような醜態をさらけ出さずに済んだはずである。
　実に、一連の事件は、はからずも、カトリック教会の統治のシステムに根本的な欠陥があることを、明るみにさらけ出すことになってしまったのである。
　それは、しかし、カトリック教会にとっては、刷新のための良い機会である。そのために何よりも先に求められることは、何のためにキリストから召され、何を託されたのか、福音の原点からの、召命理解の根源的な見直しをすることである。容易なことではないだろうが、聖職者たちが中心となるカトリック教会の刷新は、聖職者たちの自己理解への真摯な見直しから始まると言っても過言ではないだろう。
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キリスト教新聞２０１０年６月５日（土）
論壇　　カトリック司教　森　一弘
【性的虐待事件とカトリック教会】

●教会への糾弾と人事異動
　カトリック教会の聖職者による子どもたちへの性的虐待事件が、次から次へと明るみに出て、カトリック教会が大きく揺さぶられている。被害者達への膨大な賠償金の支払いや多額な裁判費用などのために財政的に逼迫してしまった教区もあれば、引責辞任に追い込まれてしまった司教達も少なくない。
　教会が糾弾される要因の一つは、聖職者達の上司にあたる司教たちが、その事実を知らされながら、被害者達の痛みに配慮せず、教会の体面を守ることに腐心して、人事異動によって問題を闇に葬り去ろうとしてきてしまったことにある。
　しかも、それは、一部の司祭、司教の責任として済ませてしまうことができるものではないことは明らかである。というのは、それは、ある特定の地域からではなく、米国をはじめ世界各地の教会から噴き出してきてしまっているからである。その背後には、カトリック教会全体を蝕んできてしまった歪んだ福音理解と自己理解があるように思われる。

●教会は罪人の集まり
　そもそも罪を隠蔽することは、教会の本質ではないはずである。教会は、罪人の集まりである。初代教会においては、キリストを裏切ったペトロも教会を迫害していたパウロも、自らの過ちの隠蔽はしていない。また一般信者たちも、そんな彼らを自分たちの仲間としてふさわしくないと言って排斥しなかった。それどころか、福音書や使徒言行録などからも明らかなように、その過ちを伝え続けてきたのである。それができたのは、「罪が増す所には、恵みがなお一層満ち溢れる」という確信が生きていたからにほかならない。
　事件を隠蔽し、表向き「聖なる教会」を装うことは、教会を「外側は美しく見えるが、内側は死者の骨やあらゆる汚れに満ちている白く塗った墓」にしてしまうに等しい。今、カトリック教会全体に求められることは、罪を犯した司祭たちとともに、「罪人のわたしたちを憐れんでください」とへりくだり、罪が増すところになお一層満ち溢れる恵みの輝きを証ししていくことである。

●体面だけを気にする聖職者
　もう一点、見逃せないものがある。それは、事件に対する教会の対応から伝わってくる、弱い立場にある人たちの痛みに対する聖職者たちの鈍感さである。
　親や司祭たちの性の欲望の対象となってしまう子どもたちや女性たちの、その心に受けるダメージは深く、その傷から立ち直ることは容易なことではない。その悲しく辛い体験は、鉛の塊のようにいつまでも心の中に残ってしまう。数十年経った後も夢の中でうなされる者もいれば、人に心を開けなくなったまま生涯を送らざるを得なくなってしまう者もいる。
　被害者たちに必要なものは、その傷ついた気持ちをしっかりと受け止め、その心に誠実に寄り添い、関わっていこうとする優しさである。しかし、残念なことに教会は、それを示せなかったのである。そのために問題をこじらせてしまったともいえる。体面だけを気にして対応する聖職者たちの態度は、教会に対する不信を増幅させ、被害者たちをさらなる絶望に追いやるだけである。
　小さい人々を躓かせてその痛みに鈍感な教会は、「首に石臼を懸けられて深い海に沈められた方がまし」とキリストから言われてしまうに違いない。教会の根本的な浄化が必要である。
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